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第４回定例会会議録

平成２４年１２月 ５日（水）

開 会 午前１０時００分

－－－日程第１ 開会宣言－－－

〇議会事務局長（荻原謙一君） 皆さん、おはようございます。

本会議に先立ちまして、内堀恵人議員が長野県町村議会議長会表彰の栄に浴さ

れ、表彰状が届いておりますので、この場において、伝達いたします。

笹沢 武副議長が代読して、表彰をお願いいたします。

よって、定例会開会時刻を若干遅らせます。ご了承願います。

なお、この自治功労表彰は、町村議会議員として１０年以上在籍し、地方自治の

振興に功績のあった方に贈られるものです。

それでは、内堀恵人議長、前にお進みください。

（笹沢 武副議長 表彰状代読）

〇議長（内堀恵人君） 改めまして、おはようございます。

これより、平成２４年第４回御代田町議会定例会を開会いたします。

ただいまの出席議員は１３名、全員の出席であります。

理事者側でも、全員の出席であります。

ただちに本日の会議を開きます。

本日の議事日程は、あらかじめお手元に配付したとおりであります。

－－－諸般の報告－－－

〇議長（内堀恵人君） 日程に入るに先立ち、事務局長に諸般の報告をさせます。

荻原謙一議会事務局長。

（議会事務局長 荻原謙一君 登壇）

〇議会事務局長（荻原謙一君） 書類番号１をご覧いただきたいと思います。

諸般の報告

平成２４年１２月５日

１．本定例会に別紙配布のとおり町長から議案１９件が提出されています。
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２．監査委員より監査報告が別紙のとおりありました。

３．本定例会に別紙配付した請願、陳情文書表のとおり、請願１件、陳情３件が

提出され、受理しました。

４．本定例会に説明のため、町長ほか関係者に出席を求めました。

５．本定例会における一般質問通告者は、古越日里議員他４名であります。

６．閉会中における報告事項は別紙のとおりです。

次のページからは監査委員からの定例監査、例月出納検査報告書でございますの

で、後ほどご覧をいただきたいと思います。

また、閉会中の報告事項につきましては、全員協議会の折りに報告させていただ

きますので、この場においては省略をさせていただきます。以上でございます。

〇議長（内堀恵人君） 以上をもって、諸般の報告を終わります。

－－－日程第２ 会期決定－－－

〇議長（内堀恵人君） 日程第２ 会期決定の件を議題といたします。

本定例会の会期は、あらかじめ議会運営委員会を開催し、審議してございますの

で、議会運営委員長より報告を求めます。

市村千恵子議会運営委員長。

（議会運営委員長 市村千恵子君 登壇）

〇議会運営委員長（市村千恵子君） おはようございます。

それでは、報告いたします。

去る１１月３０日、午前１０時より、議会運営委員会を開催し、平成２４年第４

回御代田町議会定例会に提出予定の議案、請願、陳情、一般質問等について、審議

日程等を検討したので、その結果を報告いたします。

本定例会に町長から提案されます案件は、専決１件、人事案３件、事件案１件、

条例案９件、予算案５件、計１９件であります。９月定例会以後提出された請願は

１件、陳情は３件で、受理と決定いたしました。

会期は本日より１２月１３日までの９日間とすることに決定いたしました。

次に、審議日程につきましては、書類番号１をご覧いただきたいと思います。

２１ページをお開きください。

平成２４年第４回御代田町議会定例会会期及び審議予定表
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日時・月日・曜日・開議時刻・内容

第 １日目１２月 ５日 水曜日 午前１０時 開会

諸般の報告

会期の決定

会議録署名議員の指名

町長招集の挨拶

議案上程、議案に対する質疑

議案の委員会付託

第２日目 １２月 ６日 木曜日 午前１０時 常任委員会

第３日目 １２月 ７日 金曜日 午前１０時 常任委員会

第４日目 １２月 ８日 土曜日 休会

第５日目 １２月 ９日 日曜日 休会

第６日目 １２月１０日 月曜日 午前１０時 一般質問

第７日目 １２月１１日 火曜日 午前１０時 一般質問

特別委員会

第８日目 １２月１２日 水曜日 午前１０時 全員協議会

第９日目 １２月１３日 木曜日 午前１０時 委員長報告

質疑・討論・採決

閉会

次のページをご覧ください。

続きまして、常任委員会の開催日程を報告いたします。

常任委員会開催日程

総務福祉文教常任委員会

１２月 ６日 木曜日 午前１０時 大会議室

１２月 ７日 金曜日 午前１０時 大会議室

町民建設経済常任委員会

１２月 ６日 木曜日 午前１０時 議場

１２月 ７日 金曜日 午前１０時 議場

全員協議会開催日程

１２月 １２日 水曜日 午前１０時 大会議室
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特別委員会開催日程

廃棄物対策特別委員会

１２月 １１日 火曜日 午後１時３０分 大会議室

以上で報告を終わります。

〇議長（内堀恵人君） ただいま、議会運営委員長から報告のありましたとおり、本日よ

り１２月１３日までの９日間といたしたいと思います。

これにご異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

異議なしと認めます。

よって、本定例会の会期は本日より１２月１３日までの９日間と決しました。

－－－日程第３ 会議録署名議員の指名－－－

〇議長（内堀恵人君） 日程第３ 会議録署名議員の指名を行います。

会議録署名議員は、会議規則第１１８条の規定により議長において

５番 池田健一郎議員

８番 古越 弘 議員

を指名いたします。

－－－日程第４ 町長招集あいさつ－－－

〇議長（内堀恵人君） 日程第４ 議会招集のあいさつを求めます。

茂木祐司町長。

（町長 茂木祐司君 登壇）

〇町長（茂木祐司君） 議員の皆さまには、時節柄何かとご多用のところを平成２４年第

４回御代田町議会定例会にご出席を賜り、議会が開会できますことに厚く感謝申し

上げます。

昨日から、衆議院議員総選挙が始まり、１６日、投票に向けて激しい選挙戦が展

開をされているところです。混迷する日本の政治と経済を安定させて、国民生活が

直面している諸課題を切り開き、国民の願い・期待にこたえる政治の実現を強く望

むところです。

最初に、今年の御代田町の野菜などの作況、売上の状況について報告します。
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今年の農産物の作況は、自然災害もなく、天候に恵まれたことから豊作となり、

猛暑等の影響により、消費が減退したことから、価格低迷が長期にわたって続き、

度重なる圃場廃棄をもってしても、市場回復は維持されず、野菜生産農家の収入は

大幅に減少してしまいました。

佐久浅間農業協同組合によると、御代田町の１１月上旬までの売上額は、昨年が

３０億４，０００万円でしたが、今年は２２億６，９００万円で、７億７，１００

万円の減少、前年対比では７４．６％となっております。

支所別では、小沼支所が２億円減の８億１，１００万円。御代田支所が８，８００

万円減の２億８００万円。伍賀支所が４億８，３００万円減の１２億５，０００万

円の売上にとどまる厳しい状況だということであります。

佐久浅間農業協同組合では、次年度資材調達にかかわる資金不足などの困難が予

想されることから、農業再生産のため、平成２４年度農家経営支援特別資金融資と

して、限度額５００万円で貸付金利１．２％のうち、ＪＡが０．６％の利子補給を

行う低利融資を平成２４年１２月１４日まで受け付けることになり、平成２４年１１

月２０日に、町に対してこの資金の利子補給支援に関する要請がありました。

町としましても、利子補給を０．６％行うことを決めまして、０金利により、農

家負担の軽減を図っていきたいと考えております。

次に、佐久市を中心に、佐久地域の市町村で進めております新しい火葬場の建設

について、報告します。

この新斎場の整備計画につきましては、平成２７年度の完成を目指すもので、佐

久広域全体の利用が可能な施設の建設となることから、建設費の負担は必要な炉数

を基本に、全市町村において応分の負担をすることが、佐久広域連合での基本方針

として確認をされています。建設に伴う総事業費は、３６億円程度を想定しており、

１１月１９日に開催されました佐久広域連合正副連合長会議で、負担割合及び時期

などの考え方について合意されたところです。

その内容につきましては、平成２５年度より事業主体である佐久市が、他の市町

村から過年度分も含めた負担金を徴収するもので、平成２５年度の負担割合につき

ましては、事業費の４７．２％を佐久市が負担し、残りを他の市町村で負担するこ

ととなりました。御代田町の負担につきましては、人口割でおおむね７％ほどにな

る見込みです。詳細につきましては、計画が定まった段階で報告させていただきま
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すので、よろしくお願いいたします。

さて、本定例会に提案させていただいております案件は、専決処分事項１件、人

事案３件、事件案１件、条例案９件、平成２４年度一般会計と特別会計４件の補正

予算案５件の、計１９件です。

提案させていただきます議案の概要を申し上げます。

専決処分事項でありますが、地方自治法第１７９条第１項の規定に基づき、１２

月１６日執行される衆議院議員総選挙費１，０２０万円の補正予算を、１１月１９

日付で専決処分いたしましたので、ご報告させていただくものであります。

人事案件３件ですが、本年１２月１４日をもって、教育委員会委員５名のうち、

２名の方の任期が満了となるため、次期委員の任命にあたりまして、同意を求める

ものです。

もう１件は、この１２月３１日をもって固定資産評価審査委員会の委員３名のう

ち、１名の方の任期が満了となるため、次期委員の選任にあたりまして、同意を求

めるものです。

事件案１件は、長野県町村公平委員会を共同設置する地方公共団体の数の増加及

び規約の変更に関する協議でありますが、東筑摩郡内の村及び一部組合の公平委員

会事務を行っていた東筑摩郡行政事務組合が、平成２５年３月３１日をもって解散

することになり、その組織団体が平成２５年４月１日付で、長野県町村公平委員会

に加入することについて、議会の議決を求めるものです。

条例案につきましては、最近における暴力団をめぐる情勢に鑑み、対立抗争や暴

力的要求行為等に対する規制などを強化する必要から、暴力団員による不当な行為の

防止等に関する法律の一部改正が行われ、地方公共団体等にも努力義務の項目が入っ

たため、御代田町暴力団排除条例の一部改正をお願いする条例案ほか８件です。

平成２４年度一般会計の補正予算は、歳入歳出、それぞれ７４６万円を減額し、

歳入歳出それぞれ６５億２，２５２万円とするものです。

歳入につきましては、緊急雇用創出事業県補助金４９４万円や、まちづくり交付

金事業に充てる町債８１０万円の減額が主なものです。

歳出の主な内容は、佐久広域連合及び浅麓環境施設組合の負担金、後期高齢者医

療給付負担金１，８１４万円の減額のほか、これまで園児の遊び場として借り受け

ていた、やまゆり保育園用地の購入費７０７万円や、北小学校の障害児のための昇
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降機設置工事、馬瀬口の社会教育集会所解体工事の増額補正、また、８月１９日の

集中豪雨による農林水産業施設災害復旧費２５０万円などを計上しました。また、

特別会計では、国民健康保険特別会計における一般被保険者療養給付費４，４５４

万円の増額や、介護保険特別会計における介護サービス給付費１，４００万円の増

額などにより、４会計で総額５，９４８万円の増額補正を計上しました。

以上、概要を申し上げましたが、詳細につきましては、それぞれ担当課長が説明

いたしますので、ご審議のうえ、原案どおりのご採決をいただきますよう、お願い

を申し上げまして、第４回御代田町議会定例会招集のあいさつとさせていただきま

す。よろしくお願いをいたします。

〇議長（内堀恵人君） これより、議案を上程いたします。

－－－日程第５ 議案第９６号 専決処分事項の報告について－－－

〇議長（内堀恵人君） 日程第５ 議案第９６号 専決処分事項の報告についてを議題と

いたします。

提案理由の説明を求めます。

土屋和明企画財政課長。

（企画財政課長 土屋和明君 登壇）

〇企画財政課長（土屋和明君） それでは、議案書の３ページをお願いいたします。

議案第９６号 専決処分事項の報告について

地方自治法第１７９条第１項の規定により、別紙専決処分書のとおり専決したの

で、同条第３項の規定により報告し、承認を求めるものでございます。

４ページをお願いいたします。

専第１９号 専決処分書

地方自治法第１７９条第１項の規定により、議会を招集する暇がないと認めるの

で、専決処分する。

専決処分をいたしましたのは平成２４年度御代田町一般会計補正予算（第５号）

についてでございます。

予算書の１ページをお願いいたします。

平成２４年度御代田町一般会計補正予算（第５号）は、次に定めるところによる。
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第１条 歳入歳出予算の総額に、歳入歳出それぞれ９５０万円を追加し、歳入歳

出予算の総額を、歳入歳出それぞれ６５億２，９９８万６，０００円とする。

２ 歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の

歳入歳出予算の金額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。

２ページをお願いいたします。

第１表 歳入歳出予算補正。歳入でございます。

款１４、国庫支出金。項３、委託金。既定額に９５０万円を増額するものでござ

います。これは衆院選の国からの委託金でございます。

歳入合計でございますが、既定額に９５０万円を増額いたしまして、６５億

２，９９８万６，０００円とするものでございます。

３ページをお願いいたします。歳出でございます。

款２、総務費。項４、選挙費。既定額に１，０２０万９，０００円を増額するも

のでございます。

１４、予備費。項１、予備費。既定額から７０万９，０００円を減額するもので

あります。

歳出合計でございますが、既定額に９５０万円を増額いたしまして、６５億

２，９９８万６，０００円とするものでございます。

説明は以上でございます。よろしくご審議のほどをお願いいたします。

〇議長（内堀恵人君） 以上で、提案理由の説明を終わります。

これより、議案に対する質疑に入ります。

質疑のある方は、挙手を願います。

（「なし」と呼ぶ者あり）

質疑なしと認めます。

お諮りいたします。

本案は、討論を省略し、ただちに採決に付したいと思います。

これにご異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

異議なしと認め、議案第９６号を採決いたします。

本案は、原案のとおり承認することに賛成の諸君の挙手を求めます。

（賛成者挙手）
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挙手全員であります。

よって、議案第９６号 専決処分事項の報告については、原案のとおり承認する

ことに決しました。

－－－日程第６ 議案第９７号 教育委員会委員の任命について－－－

〇議長（内堀恵人君） 日程第６ 議案第９７号 教育委員会委員の任命についてを議題

といたします。

提案理由の説明を求めます。

清水成信総務課長。

（総務課長 清水成信君 登壇）

〇総務課長（清水成信君） それでは、議案書の５ページをお願いいたします。

議案第９７号 教育委員会委員の任命について

下記の者を教育委員会委員に任命したいから、地方教育行政の組織及び運営に関

する法律第４条第１項の規定により、議会の同意を求める。

記

住 所 御代田町大字広戸６９１番地

氏 名 栁 澤 政 弘

生年月日 昭和３０年１０月６日生

平成２４年１２月５日 提出

御代田町長 茂 木 祐 司

教育委員会委員の任命同意をお願いいたします栁澤政弘さんでありますけれど

も、平成２４年１２月１４日をもちまして教育委員の任期が満了となります。栁澤

さんには、これまでスポーツ推進委員として長きにわたり町の生涯スポーツの振興

あるいは発展にご尽力をいただき、その経験や視点から、教育行政へのご意見、ご

協力をいただきたいとして、平成２０年１２月１５日から教育委員をお願いいたし

まして、一期４年間ご尽力をいただいたものでございます。

今回、この１２月１４日をもちまして任期満了となりますことから、地方教育行

政の組織及び運営に関する法律第４条第１項の規定に基づきまして、再度任命同意

をお願いするものでございます。

再任後の任期については、平成２４年１２月１５日から平成２８年１２月１４日
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までの４年間でございます。

よろしくご審議を賜りますよう、お願いいたします。以上です。

〇議長（内堀恵人君） 以上で、提案理由の説明を終わります。

お諮りいたします。

本案は質疑・討論を省略し、ただちに採決に付したいと思います。

これにご異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

異議なしと認め、議案第９７号を採決いたします。

本案は、原案のとおり同意することに賛成の諸君の挙手を求めます。

（賛成者挙手）

挙手全員であります。

よって、議案第９７号 教育委員会委員の任命については、原案のとおり同意す

ることに決しました。

－－－日程第７ 議案第９８号 教育委員会委員の任命について－－－

〇議長（内堀恵人君） 日程第７ 議案第９８号 教育委員会委員の任命についてを議題

といたします。

提案理由の説明を求めます。

清水成信総務課長。

（総務課長 清水成信君 登壇）

〇総務課長（清水成信君） 議案書の６ページをお願いいたします。

議案第９８号 教育委員会委員の任命について

下記の者を教育委員会委員に任命したいから、地方教育行政の組織及び運営に関

する法律第４条第１項の規定により、議会の同意を求める。

記

住 所 御代田町大字御代田３７１５番地７

氏 名 平 田 良 子

生年月日 昭和３５年４月２０日生

平成２４年１２月５日 提出

御代田町長
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であります。

先ほどの栁澤さん同様、教育委員会委員の任命をお願いするわけでございますが、

この平田良子さんは、平成２４年、やはり１２月１４日をもって教育委員の任期を

満了となります。

平田さんには、学校でのＰＴＡあるいは保護者の立場から、教育行政へのご意見、

ご協力をいただきたいとして、やはり平成２０年１２月１５日から教育委員をお願

いいたしまして、一期４年間ご尽力をいただいているところでございます。

今回、任期満了となることから、地方教育行政の組織及び運営に関する法律第４

条第１項の規定に基づきまして、再度任命同意をお願いするものでございます。

任命後の任期につきましては、平成２４年１２月１５日から平成２８年１２月

１４日までの４年間でございます。

よろしくご審議を賜りますようお願いいたしまして、提案の理由とさせていただ

きます。

〇議長（内堀恵人君） 以上で、提案理由の説明を終わります。

お諮りいたします。

本案は質疑・討論を省略し、ただちに採決に付したいと思います。

これにご異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

異議なしと認め、議案第９８号を採決いたします。

本案は、原案のとおり同意することに賛成の諸君の挙手を求めます。

（賛成者挙手）

挙手全員であります。

よって、議案第９８号 教育委員会委員の任命については、原案のとおり同意す

ることに決しました。

－－－日程第８ 議案第９９号 固定資産評価審査委員会委員の選任について－－－

〇議長（内堀恵人君） 日程第８ 議案第９９号 固定資産評価審査委員会委員の選任に

ついてを議題といたします。

提案理由の説明を求めます。

山本邦重税務課長。
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（税務課長 山本邦重君 登壇）

〇税務課長（山本邦重君） 議案書の７ページをお願いいたします。

議案第９９号 固定資産評価審査委員会委員の選任について

下記の者を固定資産評価審査委員会の委員に選任したいから、地方税法第４２３

条第３項の規定により、議会の同意を求めるものでございます。

記

住 所 御代田町大字馬瀬口２１５５番地

氏 名 古 越 正 人

生年月日 昭和２１年１１月２３日生

平成２４年１２月５日 提出

御代田町長

選任同意を求める理由については、地方税法の規定により、固定資産課税台帳に

登録される価格に関する不服を審査決定するため、町に固定資産評価審査委員会を

設置してございます。現在の委員は３名でありますけれども、今回３期目をお願い

している古越正人委員の任期が、平成２４年１２月３１日をもちまして満了となる

ため、再任をお願いするものであります。

なお、選任の同意をいただけました場合の新たな任期につきましては、平成２５

年１月１日から２７年１２月３１日までの３年間であります。

以上のとおりご提案いたしますので、よろしくご審議いただき、お認めいただき

ますようお願い申し上げます。以上です。

〇議長（内堀恵人君） 以上で提案理由の説明を終わります。

お諮りいたします。

本案は質疑・討論を省略し、ただちに採決に付したいと思います。

これにご異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

異議なしと認め、議案第９９号を採決いたします。

本案は、原案のとおり同意することに賛成の諸君の挙手を求めます。

（賛成者挙手）

挙手全員であります。

よって、議案第９９号 固定資産評価審査委員会委員の選任については、原案の
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とおり同意することに決しました。

－－－日程第９ 議案第１００号 長野県町村公平委員会を共同設置する

地方公共団体の数の増加及び規約の変更に関する協議について－－－

〇議長（内堀恵人君） 日程第９ 議案第１００号 長野県町村公平委員会を共同設置す

る地方公共団体の数の増加及び規約の変更に関する協議についてを議題といたし

ます。

提案理由の説明を求めます。

清水成信総務課長。

（総務課長 清水成信君 登壇）

〇総務課長（清水成信君） それでは、議案書の８ページをお願いいたします。

議案第１００号 長野県町村公平委員会を共同設置する地方公共団体の数の増

加及び規約の変更に関する協議について

地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第２５２条の７第２項の規定により、平

成２５年４月１日から東筑摩郡麻績村、同郡生坂村、同郡山形村、同郡朝日村、同

郡筑北村、松塩安筑老人福祉施設組合、麻績村筑北村学校組合及び東筑摩郡筑北保

健衛生施設組合が加入することを認め、長野県町村公平委員会共同設置規約の一部

を別紙のとおり変更するため、同条第３項の規定により議会の議決を求める。

平成２４年１２月５日 提出

御代田町長

でございます。

このことにつきましては、東筑摩郡内の村及び一部事務組合の公平委員会事務等

を行っておりました東筑摩郡行政事務組合が、平成２５年の３月３１日をもって解

散することとなったため、その組織団体でありますところの先ほど申し上げました

東筑摩郡内の村及び一部事務組合が、平成２５年４月１日付でこの長野県町村公平

委員会に加入することに伴う協議であります。

９ページをお願いいたします。長野県町村公平委員会共同設置規約の一部を改正

する規約案でございます。

別表中「、大桑村」の次に「、麻績村、生坂村、山形村、朝日村、筑北村」を、

「、木曽広域連合」の次に「、松塩安筑老人福祉施設組合、麻績村筑北村学校組合、
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東筑摩郡筑北保健衛生施設組合」を加える。

１０ページに新旧対照表がございますので、ご覧をいただきたいと思います。

附則といたしまして、この規約は平成２５年４月１日から施行するものでござい

ます。

以上、長野県町村公平委員会から変更協議がございましたので、よろしくご審議

のほどをお願いいたします。以上です。

〇議長（内堀恵人君） 以上で、提案理由の説明を終わります。

これより議案に対する質疑に入ります。

質疑のある方は挙手を願います。

（「なし」と呼ぶ者あり）

質疑なしと認めます。

これをもって質疑を終結いたします。

お諮りいたします。

本案は討論を省略し、ただちに採決に付したいと思います。

これにご異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

異議なしと認め、議案第１００号を採決いたします。

本案は、原案のとおり決することに賛成の諸君の挙手を求めます。

（賛成者挙手）

挙手全員であります。

よって、議案第１００号 長野県町村公平委員会を共同設置する地方公共団体の

数の増加及び規約の変更に関する協議については、原案のとおり決しました。

－－－日程第１０ 議案第１０１号 御代田町暴力団排除条例の一部を

改正する条例案について－－－

〇議長（内堀恵人君） 日程第１０ 議案第１０１号 御代田町暴力団排除条例の一部を

改正する条例案についてを議題といたします。

提案理由の説明を求めます。

清水成信総務課長。

（総務課長 清水成信君 登壇）
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〇総務課長（清水成信君） それでは、議案書の１１ページをお願いいたします。

議案第１０１号 御代田町暴力団排除条例の一部を改正する条例案について

御代田町暴力団排除条例の一部を改正する条例を、別紙のとおり提出する。

平成２４年１２月５日 提出

御代田町長

であります。

この条例の一部改正につきましては、今年８月、暴力団員による不当な行為の防

止等に関する法律の一部改正が行われました。この改正に伴い、条例の一部改正を

お願いするものでございます。

最近における暴力団をめぐる情勢に鑑み、対立抗争及び暴力的要求等に伴う市民

生活に対する危険を防止するための措置について、規定するとともに、国家公安委

員会の認定を受けた都道府県暴力追放運動推進センターが、指定暴力団等の事務所

の付近住民等から委託を受けて、当該事務所の使用等の差し止めを請求するための

制度を導入するほか、暴力的要求行為あるいは準暴力的要求行為の規制等を強化す

る必要があるため、この法律の改正が行われたところでございます。

その中で、暴力団員による不当な行為の防止等に関する国等の責務、それから民

間活動の促進に関する規定が整備され、その条項がこの法律の第３２条の２に追加

されたことから、都道府県暴力追放センターのこの根拠となるところの、法律の第

３２条の３第１項に、条項のずれが生じました。そのため、議案書１２ページにあ

りますように、第３条第２項中「法第３２条の２第１項」を「法第３２条の３第１

項」に改めるということでございます。

附則といたしまして、この条例は公布の日から施行するものでございます。

なお、新旧対照表については、１３ページに示してございますので、ご覧をいた

だきたいと思います。

よろしくご審議のほどをお願い申し上げまして、提案説明とさせていただきます。

以上です。

〇議長（内堀恵人君） 以上で、提案理由の説明を終わります。

これより、議案に対する質疑に入ります。

質疑のある方は挙手を願います。

（「なし」と呼ぶ者あり）
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質疑なしと認めます。

これをもって質疑を終結いたします。

－－－日程第１１ 議案第１０２号 御代田町防災会議条例の一部を

改正する条例案について－－－

〇議長（内堀恵人君） 日程第１１ 議案第１０２号 御代田町防災会議条例の一部を改

正する条例案についてを議題といたします。

提案理由の説明を求めます。

清水成信総務課長。

（総務課長 清水成信君 登壇）

〇総務課長（清水成信君） それでは、議案書の１４ページをお願いいたします。

議案第１０２号 御代田町防災会議条例の一部を改正する条例案について

御代田町防災会議条例（昭和３８年御代田町条例第１０号）の一部を改正する条

例を、別紙のとおり提出する。

平成２４年１２月５日 提出

御代田町長

であります。

この条例の一部改正につきましては、やはり今年６月、災害対策基本法の一部改

正に伴い、改正をお願いするものであります。

国では、昨年の東日本大震災から得られた教訓を生かし、いつ起るかわからない

大規模で広域的な災害に備えるための措置として、則応力の強化あるいは被災者対

応の改善、あるいは防災教育の強化などと、地方防災会議及び災害対策本部の所掌

事務の見直し・明確化が図られたところでございます。

また、地方防災会議では、防災に関する重要事項の審議ということが所掌事務

に規定されていませんでしたが、防災に関する諮問的機関としての機能を強化す

る観点から、所掌事務としてを追加するとともに、多様な主体の参画を図るため、

学識経験者等を地方防災会議の委員に選任できることとされたところでござい

ます。

これらのことを踏まえた中で、この条例の一部改正をお願いするものでございます。

議案書の１５ページをお願いいたします。
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御代田町防災会議条例の一部を、次のように改正をお願いするものであります

が、１６ページの新旧対照表をご覧いただきたいと思います。

まず、第２条のところのアンダーラインが引いてありますが、「の各号」の字句

を削り、先ほど申し上げましたように、所掌事務の見直しに伴い、災害発生時の応

急対策段階では、この防災会議で災害情報を収集するよりも、災害対策本部で一元

的に行う方が効果的であるということの中から、所掌事務をそちらへ移して、防災

に関する諮問的機関としての機能強化をする観点から、重要事項の審議及び町長に

意見を述べることができるよう、所掌事務として追加することと、一部字句の方を

改めるという内容でございます。

それから、第３条第５項、やはりアンダーラインのところの、「の各号」のこの

字句を削りまして、それからその下、第８号、第９号を加えるということで、多様

な主体の参画を図るための学識経験者等、特に女性や自主防災組織の代表あるいは

研究者等を新たに加えることができるようにしたいというものでございます。

これに伴いまして、第６項で、その委員の定数を、これまで２６名以内というこ

とでございましたが、３０名以内ということで、４名増やすように改めるものでご

ざいます。

附則でありますけれども、この条例は公布の日から施行するというものでござい

ます。

よろしくご審議のほどをお願い申し上げまして、提案説明とさせていただきます。

以上です。

〇議長（内堀恵人君） 以上で、提案理由の説明を終わります。

これより、議案に対する質疑に入ります。

質疑のある方は挙手を願います。

（「なし」と呼ぶ者あり）

質疑なしと認めます。

これをもって質疑を終結いたします。

－－－日程第１２ 議案第１０３号 御代田町災害対策本部条例の一部を

改正する条例案について－－－

〇議長（内堀恵人君） 日程第１２ 議案第１０３号 御代田町災害対策本部条例の一部
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を改正する条例案についてを議題といたします。

提案理由の説明を求めます。

清水成信総務課長。

（総務課長 清水成信君 登壇）

〇総務課長（清水成信君） それでは、議案書の１７ページをお願いいたします。

議案第１０３号 御代田町災害対策本部条例の一部を改正する条例案について

御代田町災害対策本部条例（昭和３８年御代田町条例第１１号）の一部を改正す

る条例を、別紙のとおり提出する。

平成２４年１２月５日 提出

御代田町長

でございます。

この条例の一部改正につきましても、先ほどの条例同様、今年の６月、災害対策

基本法の一部改正により、改正をお願いするものでございます。

先ほども申し上げましたけれども、地方防災会議及び災害対策本部の所掌事務の

見直し・明確化を図るため、これまで災害対策基本法第２３条の中でまとめて示さ

れていました都道府県知事あるいは市町村長が設置する災害対策本部の所掌事務

について、都道府県と市町村の役割が分けられたことに伴いまして、災害対策基本

法の条項が変わったということから、この議案書１８ページをご覧いただきたいわ

けですが、この条例の第１条中「２３条第７項」を「第２３条の２第８項」に改め

るというものでございます。

附則といたしまして、この条例は公布の日から施行するものでございます。

なお、新旧対照表については、１９ページに示してございますので、ご覧をいた

だきたいと思います。

よろしくご審議のほどをお願い申し上げまして、提案説明とさせていただきます。

以上です。

〇議長（内堀恵人君） 以上で、提案理由の説明を終わります。

これより、議案に対する質疑に入ります。

質疑のある方は挙手を願います。

（「なし」と呼ぶ者あり）

質疑なしと認めます。
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これをもって質疑を終結いたします。

－－－日程第１３ 議案第１０４号 御代田町消防団詰所の設置及び

管理に関する条例の一部を改正する条例案について－－－

〇議長（内堀恵人君） 日程第１３ 議案第１０４号 御代田町消防団詰所の設置及び管

理に関する条例の一部を改正する条例案についてを議題といたします。

提案理由の説明を求めます。

土屋 淳消防課長。

（消防課長 土屋 淳君 登壇）

〇消防課長（土屋 淳君） それでは議案書の２０ページをお願いいたします。

議案第１０４号 御代田町消防団詰所の設置及び管理に関する条例の一部を改

正する条例案について、ご説明申し上げます。

御代田町消防団詰所の設置及び管理に関する条例（平成２４年御代田町条例第１

号）の一部を改正する条例を、別紙のとおり提出するものでございます。

次のページをお願いいたします。

この条例案ですが、昨年定めました御代田町消防団詰所整備方針に基づきまして

第４分団、第６分団、第１０分団、第１１分団の４つの詰所が、まちづくり交付金

事業により整備されたため、改正するものでございます。

改正内容でございますが、御代田町消防団詰所の設置及び管理に関する条例第３

条の表中、第１分団詰所の次に、第４分団詰所から第１１分団詰所まで、それぞれ

の施設の名称及び位置を加えるものでございます。

附則としまして、この条例は公布の日から施行するというものでございます。

説明は以上でございます。よろしくご審議のうえ、ご承認くださいますようお願

いいたします。

〇議長（内堀恵人君） 以上で、提案理由の説明を終わります。

これより、議案に対する質疑に入ります。

質疑のある方は挙手を願います。

（「なし」と呼ぶ者あり）

質疑なしと認めます。

これをもって質疑を終結いたします。



２０

－－－日程第１４ 議案第１０５号 御代田町町税条例の一部を改正する

条例案について－－－

〇議長（内堀恵人君） 日程第１４ 議案第１０５号 御代田町町税条例の一部を改正す

る条例案についてを議題といたします。

提案理由の説明を求めます。

山本邦重税務課長。

（税務課長 山本邦重君 登壇）

〇税務課長（山本邦重君） それでは、議案書の２３ページをお願いします。

議案第１０５号 御代田町町税条例の一部を改正する条例案について

御代田町町税条例（昭和３７年御代田町条例第１１号）の一部を改正する条例を、

別紙のとおり提出するものです。

平成２４年１２月５日 提出

御代田町長

次の２４ページをお願いいたします。

御代田町町税条例の一部を改正する条例案であります。

改正内容は、平成２０年度の税制改正により、個人住民税の寄附金控除の対象に、

所得税の寄附金控除の対象寄附金の中から、都道府県または市町村が住民の福祉の

増進に寄与する寄附金として条例で定められるとして、町税条例の一部を改正し、

条例第３４条の７第１項第１号アからコに掲げられている事務所または事業所を

有する法人または団体に対する寄附金は、個人町民税の所得割から税額控除できる

規定をしたところであります。

ただし、現在、この条例で指定をしている法人・団体等はありません。

本年１０月、長野県では個人県民税について長野県県税条例の一部を改正し、所

得税法並びに租税特別措置法で規定する寄附金のうち、県内に事務所または事業所

を有する法人または団体で、特定公益増進法人に対する寄附金、一定の要件を満た

す特定公益信託の信託財産とするために支出した金銭、国税庁長官、平成２４年４

月１日からは都道府県知事となっておりますが、が認定した特定非営利活動法人、

ＮＰＯ法人でありますが、に対する寄附金は、平成２４年１月１日以降指定寄付金

対象法人等ということで、県内４６８団体を包括指定したところであります。
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寄付をした場合については、個人県民税の所得割から寄附金税額控除の対象とす

る改正を行っております。このようなことから、県民税の寄附金税額控除対象法

人・団体について、町民税についても同様に住民の福祉の増進に寄与する寄附金と

とらえ、寄附金税額控除を行う必要があります。

寄附金の税額控除については、県民税は県内の団体等を包括指定をいたしました

が、当町では、町民税でありますので、県で指定した対象法人４６８団体の中から

御代田町内にある事務所・事業所を有する法人または団体の公益社団法人と社会福

祉法人の４法人を指定する改正案でございます。

県が指定した団体の中で、当町に該当する団体は、公益社団法人については、小

諸北佐久シルバー人材センター、それから社会福祉法人については、御代田町社会

福祉協議会、軽井沢会、これはきらく苑でございます。たんぽぽは、たんぽぽ保育

園でございます。この４団体ということであります。

それでは朗読をさせていただきます。２４ページになります。

別表第１中「第３４条の７第１項第１号オに掲げる寄附金、公益社団法人○○に

対する寄附金」を、先ほど申しましたが、「公益社団法人小諸北佐久シルバー人材

センターに対する寄附金」に、「社会福祉法人○○に対する寄附金」を、「社会福祉

法人御代田町社会福祉協議会、社会福祉法人軽井沢会、社会福祉法人蒲公英に対す

る寄附金」に改めるものでございます。

附則といたしまして、

（施行期日）

第１条 この条例は平成２５年１月１日から施行する。

（経過措置）

第２条 この条例による改正後の御代田町町税条例第３４条の７第１項第１号

の規定は、個人の町民税所得割の納税義務者が平成２５年１月１日以後に支出する

寄附金について適用する、であります。

以上、提案理由の説明を申し上げました。

すみません、その前に、次の２６、２７ページについては、新旧対照表がありま

す。変更になった部分にアンダーラインが引いてありますので、後ほどご覧をいた

だきたいと思います。

別表中、別表第１の中で、「○○」というところが、たくさんあるかと思います
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が、このところはこれからまた、町が個別指定をするようであれば、名前が埋まっ

ていくというような形の条例にしてございます。

以上で、提案理由の説明を申し上げました。よろしくご審議をいただき、お認め

いただきますよう、よろしくお願いいたします。

説明は以上でございます。

〇議長（内堀恵人君） 以上で、提案理由の説明を終わります。

これより、議案に対する質疑に入ります。

質疑のある方は挙手を願います。

（「なし」と呼ぶ者あり）

質疑なしと認めます。

これをもって質疑を終結いたします。

－－－日程第１５ 議案第１０６号 御代田町廃棄物の減量及び適正処理等

に関する条例の一部を改正する条例案について－－－

〇議長（内堀恵人君） 日程第１５ 議案第１０６号 御代田町廃棄物の減量及び適正処

理等に関する条例の一部を改正する条例案についてを議題といたします。

提案理由の説明を求めます。

尾台清注町民課長。

（町民課長 尾台清注君 登壇）

〇町民課長（尾台清注君） それでは、議案書の２８ページをご覧ください。

議案第１０６号 御代田町廃棄物の減量及び適正処理等に関する条例の一部を

改正する条例案について

御代田町廃棄物の減量及び適正処理等に関する条例（平成７年御代田町条例第

１７号）の一部を改正する条例を、別紙のとおり提出するものです。

次の２９ページをお願いいたします。

御代田町廃棄物の減量及び適正処理等に関する条例（平成７年御代田町条例第

１７号）の一部を、次のように改正する、というものでございます。

今回の改正は、大きく３点に分かれております。

第１には、第２次一括法第１７１条による廃棄物の処理及び清掃に関する法律の

一部改正により、町が設置する一般廃棄物処理施設の技術管理者の資格基準を条例
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事項化することとなったものです。

現在、廃棄物処理施設の技術管理者は、環境省令で定める資格を有する者でなけ

ればならないとされておりますけれども、改正によりまして、市町村が設置する一

般廃棄物処理施設におかれます技術者の資格については、環境省令で定める基準を

参酌して、それぞれの市町村で定めることとされました。技術管理者の資格等につ

いて設けたものでございます。

第２に、新しい家庭系可燃ごみの指定袋を作成し、販売することとするものです。

これまでの家庭系の可燃ごみの指定袋４５リットルで１枚３５円でございまし

たが、これに加えまして、ひとり暮らしや高齢者世帯から要望の多かった小袋３０

リットルの指定袋を新たに作成し、販売を行うとともに、この手数料を２１枚２６

円とするものです。

第３としては、事業系生ごみ容器について、字句を削除するものです。

現在、事業系生ごみを収集する容器は作成されておりませんので、字句を削除す

るものです。

それでは、３２ページの新旧対照表をご覧ください。第２１条については、事業

系生ごみに関する改正です。

次の３３ページの第２５条については、第２次一括法第１７１条による廃棄物の

処理及び清掃に関する法律の一部改正により、新たに追加するものです。

３４ページから３５ページの第２６条から２９条については、２５条追加によ

り、１条ずつ繰り下がることとなります。

そして、３５ページの別表第１は、従前の２５条が２６条と繰り下がったものの

ためです。

３６ページの別表第２につきましては、家庭系一般廃棄物の部指定するごみ袋に

より、町が収集するものの款、可燃ごみの項、処理手数料の覧に、新たに指定袋

３０リットル１袋につき２６円を追加するものです。

説明は以上でございます。ご審議のほど、よろしくお願いいたします。

〇議長（内堀恵人君） 以上で、提案理由の説明を終わります。

これより、議案に対する質疑に入ります。

質疑のある方は挙手を願います。

（「なし」と呼ぶ者あり）
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質疑なしと認めます。

これをもって質疑を終結いたします。

－－－日程第１６ 議案第１０７号 御代田町が設置する一般廃棄物処理施設

に係る生活環境影響調査結果の縦覧等の手続きに関する条例の

一部を改正する条例案について－－－

〇議長（内堀恵人君） 日程第１６ 議案第１０７号 御代田町が設置する一般廃棄物処

理施設に係る生活環境影響調査結果の縦覧等の手続きに関する条例の一部を改正

する条例案についてを議題といたします。

提案理由の説明を求めます。

尾台清注町民課長。

（町民課長 尾台清注君 登壇）

〇町民課長（尾台清注君） それでは、議案書の３７ページをご覧ください。

議案第１０７号 御代田町が設置する一般廃棄物処理施設に係る生活環境影響

調査結果の縦覧等の手続きに関する条例の一部を改正する条例案について

御代田町が設置する一般廃棄物処理施設に係る生活環境影響調査結果の縦覧等

の手続きに関する条例（平成１６年御代田町条例第４０号）の一部を改正する条例

を、別紙のとおり提出するものです。

次の３８ページをお願いいたします。

御代田町が設置する一般廃棄物処理施設に係る生活環境影響調査結果の縦覧等

の手続きに関する条例（平成１６年御代田町条例第４０号）の一部を次のように改

正する、というものでございます。

廃棄物の処理及び清掃に関する法律の一部を改正する法律の施行によりまして、

第９条の３第５項の次に１項が追加されました。それにより、項番が繰り下げられ

たことにより、項番号の改正をするものでございます。

説明は以上でございます。ご審議のほどをよろしくお願いいたします。

〇議長（内堀恵人君） 以上で、提案理由の説明を終わります。

これより、議案に対する質疑に入ります。

質疑のある方は挙手を願います。

（「なし」と呼ぶ者あり）
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質疑なしと認めます。

これをもって質疑を終結いたします。

－－－日程第１７ 議案第１０８号 御代田町農村研修施設設置条例の一部を

改正する条例案について－－－

〇議長（内堀恵人君） 日程第１７ 議案第１０８号 御代田町農村研修施設設置条例の

一部を改正する条例案についてを議題といたします。

提案理由の説明を求めます。

飯塚 守産業経済課長。

（産業経済課長 飯塚 守君 登壇）

〇産業経済課長（飯塚 守君） それでは、議案書４０ページをお願いします。

議案第１０８号 御代田町農村研修施設設置条例の一部を改正する条例案につ

いて

御代田町農村研修施設設置条例（昭和５８年御代田町条例第５号）の一部を改正

する条例を、別紙のとおり提出するものです。

４１ページをお願いします。

改正の理由ですが、児玉地区世代間交流センター建設に伴いまして、その建設用

地に建設されている御代田町野菜生産総合管理施設を取り壊します。財産処分につ

いて、県にも確認し、問題はないということから、今回農村研修施設設置条例から

削除するものでございます。

以上、説明を終わりますが、よろしくご審議をお願いします。

〇議長（内堀恵人君） 以上で提案理由の説明を終わります。

これより議案に対する質疑に入ります。

質疑のある方は挙手を願います。

（「なし」と呼ぶ者あり）

質疑なしと認めます。

これをもって質疑を終結いたします。

－－－日程第１８ 議案第１０９号 御代田町公共下水道条例の一部を

改正する条例案について－－－



２６

〇議長（内堀恵人君） 日程第１８ 議案第１０９号 御代田町公共下水道条例の一部を

改正する条例案についてを議題といたします。

提案理由の説明を求めます。

荻原 浩建設課長。

（建設課長 荻原 浩君 登壇）

〇建設課長（荻原 浩君） それでは、議案書の４３ページをご覧ください。

議案第１０９号 御代田町公共下水道条例の一部を改正する条例案について

御代田町公共下水道条例（平成１３年御代田町条例第９号）の一部を改正する条

例を、別紙のとおり提出いたします。

提案理由につきましては、先ほどもご説明がございましたが、いわゆる第２次一

括法の制定によりまして、これまで下水道法及び同法の施行例で定められておりま

した公共下水道の構造の技術上の基準及び終末処理場の維持管理に関する基準を、

各地方自治体が条例で定めることとなりました。

県から示されました参考例に基づきまして、これまでの法例を参酌して、議案書

４４ページから４６ページのとおり、一部改正をお願いいたします。

次の４４ページでございます。

御代田町公共下水道条例の一部を改正する条例（案）

御代田町公共下水道条例（平成１３年御代田町条例第９号）の一部を、次のよう

に改正するものでございます。

これまでの第１章と第２章の間に、第１章の２といたしまして、必要な条項を追

加する手法によるものです。

目次中、「第１章 総則（第１条・第２条）」を、

「第１章 総則（第１条・第２条）

第１章の２ 公共下水道の構造の技術上の基準等（第２条の２～第２条の７）」

というふうに、２列２行にするものでございます。

第１章の次に次の１章を加える。

「第１章の２ 公共下水道の構造の技術上の基準等

第２条の２ 法第７条第２項に規定する条例で定める公共下水道の構造の技術

上の基準は、次条から第２条の６までに定めるところによる。」といたしまして、

第２条の３で、１号から５号まで共通する構造の技術上の基準を定めるものでござ
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います。

第２条の４といたしまして、「排水施設の構造の技術上の基準は、前条に定める

もののほか、次のとおりとする。」といたしまして、１号から次の４５ページにあ

りますが、５号までの各号を定めるものでございます。

第２条の５といたしまして、「処理施設の構造の技術上の基準は、第２条の３に

定めるもののほか、次のとおりとする。」といたしまして、１号、２号ということ

で定めるものでございます。

第２条の６ 前３条の規定は、次に掲げる公共下水道については適用しない。と

いうことで、１号、２号を定めるものでございます。

第２条の７ 法第２１条第２項の規定による終末処理場の維持管理は、次に定め

るところにより行うものとする。ということで、１号から６号までを定めるもので

ございます。

次の４６ページでございます。

「２３条第１項を次のように改める。第２３条 法第１２条の１１第１項の規定

により、次の各号に定める基準に適合しない汚水（法第１２条の２第１項または第

５項の規定により公共下水道に排除してはならないこととされるものを除く）を継

続して排除して公共下水道の設置をする者は、除外施設を設け、又は必要な措置を

しなければならない。」といたしまして、１号から８号までの基準を定めるもので

ございます。

３６条中「下水道法施行令（昭和３４年政令第１４７号）」を「令」に改める。

一部改正をお願いする第２３条に、この下水道法施行令が先行して登場するため

に、３６条の部分につきましては、令というふうに省略するものでございます。

附則といたしまして、この条例は平成２５年４月１日から施行する。

次の４７ページからよう５３ページまでは、新旧対照表でございますので、後ほ

どご覧をいただきたいと思います。

以上のとおりご審議をお願いいたします。

〇議長（内堀恵人君） 以上で、提案理由の説明を終わります。

これより、議案に対する質疑に入ります。

質疑のある方は挙手を願います。

（「なし」と呼ぶ者あり）
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質疑なしと認めます。

これをもって質疑を終結いたします。

この際、暫時休憩いたします。

（午前１１時０３分）

（休 憩）

（午前１１時１６分）

〇議長（内堀恵人君） 休憩前に引続き、本会議を再開いたします。

－－－日程第１９ 議案第１１０号 平成２４年度御代田町一般会計補正予算案

について－－－

〇議長（内堀恵人君） 日程第１９ 議案第１１０号 平成２４年度御代田町一般会計補

正予算案についてを議題といたします。

提案理由の説明を求めます。

土屋和明企画財政課長。

（企画財政課長 土屋和明君 登壇）

〇企画財政課長（土屋和明君） それでは、議案書の５４ページをお願いいたします。

議案第１１０号 平成２４年度御代田町一般会計補正予算案についてでござい

ます。

予算書の１ページをお願いいたします。

平成２４年度御代田町の一般会計補正予算（第６号）は、次に定めるところによ

る。

第１条 歳入歳出予算の総額から、歳入歳出それぞれ７４６万５，０００円を減

額し、歳入歳出予算の総額を、歳入歳出それぞれ６５億２，２５２万１，０００円

とする。

２ 歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の

歳入歳出予算の金額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。

第２条 地方自治法第２１４条の規定により、債務を負担する行為をすることが

できる事項、期間及び限度額は、「第２表 債務負担行為」による。

第３条 地方債の変更は、「第３表 地方債補正」による。

別冊の資料番号１でご説明をさせていただきますので、そちらをご覧ください。
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まず歳入でございます。

款１２、項１、負担金。既定額から８万６，０００円を減額するものでございま

すが、老人保護施設入所者負担金の３０万円の減等によります。

款１４、項１、国庫負担金。既定額に６５万４，０００円を増額するものでござ

いまして、これは保健基盤安定事業負担金でございます。

項２、国庫補助金。既定額に３３万２，０００円を増額するものでございますが、

これは合併浄化槽整備補助金ということで、５人槽２基分でございます。

款１５、項１、県負担金。既定額に２４６万３，０００円を増額するものでござ

いますが、これも保健基盤安定事業負担金でございます。

項２、県補助金。既定額から２７２万７，０００円を減額するものでございます

が、緊急雇用創出事業補助金の４９４万３，０００円の減等々によるものでござい

ます。

項３、委託金。既定額から１万２，０００円を減額するものでございますが、工

業統計調査の委託金等の減額によります。

款２０、項４、雑入。１万１，０００円を増額するものでございまして、金抜設

計手数料等でございます。

款２１、項１、町債。既定額から８１０万円を減額するもので、公共事業債等の

減によります。

歳入合計で、既定額から７４６万５，０００円を減額し、６５億２，２５２万

１，０００円とするものでございます。

次のページをお願いいたします。歳出でございます。

款２、総務費。項１、総務管理費でございますが、既定額に６１２万４，０００

円を増額するものでございます。内容といたしましては、嘱託職員の退職報償金と

いうことで、従来嘱託職員という形で採用をしてまいりましたけれども、この雇用

形態を改めるということで、いったんすべての嘱託職員に退職報償金を支払って清

算をするものでございます。

それから暮らしのカレンダー印刷代ということで、１３４万円。都市再生整備計

画策定委託料ということで、本年度分１００万円。こちらにつきましては、債務負

担行為で計８００万円ほどの委託料を計上する予定でございます。

款３、民生費。項１、社会福祉費。既定額から１６１万３，０００円を減ずるも
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のでございますが、後期高齢者医療給付負担金の１，３００万円分の減、あとは国

保の特別会計繰出金の４１５万７，０００円の増等でございます。

項２、児童福祉費。既定額に１，２８１万９，０００円を増額するものでござい

ます。やまゆり保育園で現在借用して使ってまいりました南側の用地でございます

が、このほど話し合いがつきまして、購入するということで、７００万円余の増額

補正、それから平和台児童館の屋根の塗装ということで、雨漏り等があるというこ

とで、急きょ、工事費１５３万８，０００円を増額するものであります。

款４、衛生費。項２、清掃費でございます。既定額から７６６万８，０００円を

減額するものでございまして、浅麓環境施設組合負担金の９００万円余の減による

ものです。

款６、項１、農業費。既定額に５１５万６，０００円を増額するものでございま

して、そば耕作者補助金ということで、３００万円の増。これは作付面積が増えた

こと、それから収穫量も増えているという状況の中で、不足する分を補正するもの

です。

それからクラインガルテンの測量委託料ということで１００万円を計上してご

ざいます。

款８、土木費。項４、都市計画費。既定額に７６３万４，０００円を増額するも

のでございますが、公共下水道特別会計繰出金ということで、７３３万４，０００

円の増ということで、これは汚泥処理負担金の増でございます。

次のページをお願いいたします。

款９、消防費。項１、消防費。既定額から３２５万６，０００円を減額するもの

でございまして、これは佐久広域消防負担金の減によります。

款１０、項２、小学校費。既定額に３９６万４，０００円を増額するものでござ

いますが、北小学校の身体に障害のある児童が昇級するということで、昇降機を設

置する工事で３５０万円余を増額してございます。

それから項４、社会教育費。既定額に３０１万２，０００円を増額するものでご

ざいまして、馬瀬口の社会教育集会所の解体工事費等でございます。

款１１、項１、農林水産業施設災害復旧費。既定額に２５０万円を増額します。

８月１９日の集中豪雨による草越地区９カ所分の工事費でございます。

１４の予備費でございますが、既定額から４，４６３万７，０００円を減額いた
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しまして、調整をさせていただきました。

歳出合計、既定額から７４６万５，０００円を減額し、６５億２，２５２万

１，０００円とするものでございます。

それでは、予算書の５ページにお戻りいただきたいと思います。

第２表、債務負担行為。事項、期間、限度額ということで申し上げます。

都市再生整備計画策定委託業務。平成２５年度７００万円。それから農家負担軽

減支援特別資金利子補給金。平成２５年度以降借入金償還期間満了の日まで、借入

残高の０．６％以内ということでございます。

次の６ページをお願いいたします。

第３表、地方債の補正でございますが変更でございまして、限度額を既定額の８

億９００万円から８１０万円を減額いたしまして８億９０万円とするものでござ

いまして、起債の方法、利率、償還の方法等については、変更はございません。

説明は以上でございます。よろしくご審議のほどをお願いいたします。

〇議長（内堀恵人君） 以上で、提案理由の説明を終わります。

これより、議案に対する質疑に入ります。

質疑のある方は挙手を願います。

市村千恵子議員。

（１０番 市村千恵子君 登壇）

〇１０番（市村千恵子君） 議席番号１０番、市村千恵子です。

１点質問いたします。１９ページをお願いします。

款４、衛生費の中の、目２、浅麓衛生センター費ということで、今回大きな総額

で９７８万１，０００円の減額となっています。この中身の議会総務費負担金では、

６７万８，０００円の増になっており、その他のし尿処理費負担金、それから生ご

み処理費負担金、それから共同事業費負担金ということで、それぞれ大きな減額が

あるわけですけど、この理由についてお願いいたします。

〇議長（内堀恵人君） 尾台清注町民課長。

（町民課長 尾台清注君 登壇）

〇町民課長（尾台清注君） それでは、１９ページの今のご質問のことについてお答えい

たします。

まず最初に、議会総務費の増額とし尿処理負担金、生ごみ処理費負担金の減額は、
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関連することからご説明いたしまして、その後に共同事業負担金の減額の理由をご

説明いたします。

し尿処理費負担金、生ごみ処理費負担金及び下水道処理費分担金が、浅麓環境施

設組合の清掃費分担金となりますが、今回の補正はこの分担金の前年度精算により

まして、し尿処理負担金、生ごみ処理費負担金が減額となりまして、下水道処理費

分担金については、昨年の福島原発の事故に伴う放射能対応による増額になること

となります。同様に、議会総務費も下水管、下水に関する議会総務費が増加となる

ものでございます。なお、増額となる下水道処理費分担金につきましては、下水道

会計にて増額補正が計上されていますが、議会総務費については下水道分もこちら

の会計で計上させていただいておりますので、増額となります。

具体的には組合全体でし尿処理負担金は４，９１６万７，０００円の減、生ごみ

処理費負担金は１，３２８万円の減、下水道処理費分担金は６，０２３万９，０００

円の増となり、合計で２２０万８，０００円が減となるものです。このため、この

不足分となる額を議会総務費及び総務費分担金で補うこととなります。その御代田

町分が今回提出いたしました補正予算額です。

また、共同事業負担金は、公共下水道施設共同整備事業債償還金、分担金のこと

になりますけれども、これも同様に前年度の分担金の精算によりまして、全体で

７８７万２，０００円の減となりまして、御代田町分として２５０万円の減額とな

るものでございます。

以上でございます。

〇議長（内堀恵人君） 市村議員。

〇１０番（市村千恵子君） 終わります。

〇議長（内堀恵人君） ほかに質疑のある方は挙手を願います。

池田議員。

（５番 池田健一郎君 登壇）

〇５番（池田健一郎君） 議席番号５番、池田健一郎です。

私は２点ほどお聞きしたいわけですが、農林水産業の中で、農家経営支援特別資

金融資の利子補給というところで、７万４，０００円ですね、こんな数字が載って

いたので、今年のあれからすれば、かなり数字的に低いのではないかというふうな

ことで、お聞きしようと思っておりました。先ほど、町長の招集のあいさつの中で
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もありましたけれども、非常に農家野菜収入ですね、これが非常に激減している状

況であって、これからの農家の経営に非常に大変なときを迎えるというふうなこと

から、この７万４，０００円というのは、あまりにも少ないかなというふうなこと

であったのですが、先ほど説明で、利子補給のものが前からあるというふうな状況

ですので、この辺のところ、細かくちょっと説明していただきたいです。

それから、先ほどの説明の中で、債務負担行為の中で７００万円というのが載っ

かっていましたけれども、これは今後これから支援のために用意するお金だという

ふうなことでもいいのでしょうか。

それから、先ほど町長からは、今まで利子負担がＪＡでは０．６％、ここでは

０．４％というふうな、あ、ごめんなさい、先ほど、０．４％というその説明がさ

れましたけれども、今課長の話では、０．６％を町でやるというふうに聞こえたの

ですけれども、この辺はいかがなものでしょうか。

もう１点は、そばの補助金が３００万円追加補正されておりますけれども、実際

この補正の内容は、収穫量が多かった、それから耕作面積が多かったという説明で

ありましたけれども、こういったそば耕作者のこの制度によって町の農業にどのよ

うな効果が生じているのか、この２点についてご説明ください。

〇議長（内堀恵人君） 飯塚産業経済課長。

（産業経済課長 飯塚 守君 登壇）

〇産業経済課長（飯塚 守君） それでは、池田健一郎議員からのご質問についてお答え

をいたします。

初めに、農家経営支援特別融資についてですが、町長の議会招集あいさつにもあ

りましたが当町における今年の野菜売上は、昨年より７億７，１００万円少ない

２２億６，９００万円で、大幅に減少し、次年度の資材調達に係る資金不足など、

農業再生産に大きな懸念が生じ、浅間農業協同組合では、平成２４年度農家経営

支援特別融資を行うこととなり、限度額５００万円の基準金利１．２％のうち、

０．６％を利子補給し、残りの０．６％につきまして、町へ利子補給の要請があり

ました。過去の借入状況から、５００万円の限度額で３０人が１２月に借り入れる

予定で、今回補正したものでございます。一応借入申し込みが１２月中旬までとな

っております。利子補給金額の７万４，０００円につきましては、１２カ月の１カ

月分でございます。１月以降は、２５年度予算で対応することとなります。利子補
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給以外の支援としましては、価格低迷のときに生産農家の皆さんへの影響を緩和

する、長野県野菜生産安定基金が交付する補給金参加のための農家負担の定額補

助３００万円を、平成２１年度より実施しているものでございます。

それから、先ほど、予算書の５ページにありました債務負担行為の農家支援特別

給付金の債務負担行為で、２５年度以降借入の償還満了の日までということで、借

入の残高の０．６％以内で利子補給するということを町として考えております。

続きまして、そば耕作についてお答えしたいと思います。

そばの耕作面積は、現時点で３，７２７アール、出荷量は４万５００キログラム

を見込んでおります。遊休農地は雑草の繁茂や病害虫の発生、有害鳥獣の進入、繁

殖、用水路の機能低下など、農業に及ぼす影響は大きく、比較的作業の少ないそば

の作付は、遊休農地防止とレタスの連作障害対策として効果的であり、農業振興に

寄与していると考えます。

また、そばを活用しての、ほかにはないＢ級グルメの開発と販売促進や、そばの

花などの観光資源の発掘などについて、住民等と連携をして行うことができれば、

町の活性化にもつながるものと考えます。

以上で説明を終わります。

〇議長（内堀恵人君） 池田議員。

〇５番（池田健一郎君） ２５年度分は、この利子補給の数字に載っていないということ

でいいんですね。ぼくがこれ見たときには、どうもちょっとこれからのあれとして

は少ないなという感じを持ったので、こんなような質問をさせてもらいました。

それからもう１つ、そばの関係ですけれども、今現在こういうルールですから、

仕方がないんですけれども、農協に出荷して対応したものだけが、この補助対象と

いうことになっているんですけれども、何かほかの方法をもって、町のそば屋さん、

業者さんが町内のそばを、粉を使って製品化あるいは食卓に、食卓といいますか、

店のあれにやっていけるようなルールというものは、できないものでしょうか。

〇議長（内堀恵人君） 飯塚産業経済課長。

〇産業経済課長（飯塚 守君） 先ほど説明しました、そばを使っての製品化までそれぞ

れいろいろな農業者、また、加工それから販売する皆さんともいろいろ検討をする

中で、検討していきたいと思います。

〇議長（内堀恵人君） 池田議員。
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〇５番（池田健一郎君） 今、産経課長の方の答弁ですね、町の製品といいますか、それ

に、あるいはブランド品として作り上げていくというのは、単に野菜の連作対応だ

けでなくて、町の産業として伸ばしていけるように、是非とも検討して進めていた

だきたいと思います。

以上で終わります。

〇議長（内堀恵人君） ほかに質疑のある方は挙手を願います。

武井議員。

（９番 武井 武君 登壇）

〇９番（武井 武君） ９番、武井であります。

１点お聞きをしたいと思います。

ページは２６ページ。社会教育費。社会教育集会所解体工事３０２万４，０００

円の計上でございますが、この社会教育集会所の解体は、町長の政治方針で壊さな

ければならないのか、あるいは建物が老朽化をしたためなのか、残した跡地利用は

どのように考えているか、お聞かせください。

〇議長（内堀恵人君） 荻原教育次長。

（教育次長 荻原 正君 登壇）

〇教育次長（荻原 正君） お答えをいたします。

社会教育集会所の取り壊し費用３０２万４，０００円を今回計上させていただき

ましたけれども、施設の老朽化、昭和４７年だと思うんですが、建設をされて以降、

老朽化がある中で、馬瀬口区それから第六部落会の皆さまとも協議をさせていただ

いて、取り壊しについての判断をいただいたということで、今回提案をさせていた

だいております。

跡地につきましては、解体後砕石を敷く程度で、地区の広場、駐車場というよう

なことで、利用をいただく考えでおります。以上です。

〇議長（内堀恵人君） 武井議員。

〇９番（武井 武君） 町長の政治で同和対策事業はすべて廃止、完全廃止になりました

ということの中での解体工事ではないということで、理解をしてよろしいわけです

か。

〇議長（内堀恵人君） 荻原教育次長。

〇教育次長（荻原 正君） お答えいたします。
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そのとおりというふうにお願いをいたします。

〇議長（内堀恵人君） 武井議員。

〇９番（武井 武君） 終わります。

〇議長（内堀恵人君） ほかに質疑のある方は挙手を願います。

（「なし」と呼ぶ者あり）

質疑なしと認めます。

これをもって質疑を終結いたします。

－－－日程第２０ 議案第１１１号 平成２４年度御代田町国民健康保険

事業勘定特別会計補正予算案について－－－

〇議長（内堀恵人君） 日程第２０ 議案第１１１号 平成２４年度御代田町国民健康保

険事業勘定特別会計補正予算案についてを議題といたします。

提案理由の説明を求めます。

小山岳夫保健福祉課長。

（保健福祉課長 小山岳夫君 登壇）

〇保健福祉課長（小山岳夫君） それでは、議案書の５５ページをお願いいたします。

議案第１１１号 平成２４年度御代田町国民健康保険事業勘定特別会計補正予

算案について

地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第２１８条第１項の規定により、平成

２４年度御代田町国民健康保険事業勘定特別会計補正予算（第２号）を、別冊のと

おり提出するものでございます。

予算書の１ページをお願いいたします。

平成２４年度御代田町の国民健康保険（事業勘定）特別会計補正予算（第２号）

は、次に定めるところによる。

第１条といたしまして、歳入歳出予算の総額に、歳入歳出それぞれ４，２５３万

９，０００円を追加し、歳入歳出予算の総額を、歳入歳出それぞれ１６億７，０４３

万８，０００円とするものでございます。

２ 歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の

歳入歳出予算の金額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。

ということで、２ページからお願いいたします。
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第１表、歳入歳出予算補正。歳入でございます。

款３、国庫支出金。項１、国庫負担金。療養給付費の国庫負担金が主でございま

す。１，５６５万８，０００円を増額いたしまして、こちらの部分、３億３，２５８

万２，０００円という予算計上でございます。

項２、国庫補助金。こちらも療養給付費に対する調整交付金が主でございまして、

３１５万７，０００円を増額いたしまして、８，３７１万３，０００円の計上でご

ざいます。

款４、県支出金。項１、県負担金でございますが、こちらも療養給付費の県負担

金が主でございまして、１３１万５，０００円の増額で、１，２８０万８，０００

円の計上ということになります。

それから項２、県補助金でございます。こちらも療養給付費に係る調整交付金が

主でございまして、２６８万９，０００円増額いたしまして、７，７９０万円計上

ということでございます。

款７、共同事業交付金。項１、共同事業交付金でございますが、高額共同事業に

対する交付金が主でございまして、１，５５６万３，０００円増額いたしまして、

１億８，８７１万５，０００円という計上でございます。

それから款９、繰入金でございます。項１、他会計繰入金。保健基盤安定事業に

対する一般会計からの繰入金ということで、４１５万７，０００円の増額で、

８，２８５万８，０００円の計上ということになります。

歳入合計４，２５３万９，０００円を増額いたしまして、１６億７，０４３万

８，０００円ということでございます。

続きまして３ページをお願いいたします。歳出でございます。

款１、総務費。項１、総務管理費。保険証の印刷等で３１万１，０００円増額い

たしまして、４５７万３，０００円ということでございます。

項２、徴税費。国保税システムの改修に関する委託料ということで、４５万円の

増額、４３８万円となります。

款２、保険給付費でございます。項１、療養諸費。療養給付費が主でございます

けれども、４，４８２万５，０００円の増額補正でございます。９億２，４１９万

４，０００円の計上ということでございます。

それから項２、高額療養費。これにつきましても１，８３５万９，０００円の増
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額補正で、１億２，００２万９，０００円ということになります。

それから項３、出産育児一時金でございますが、こちらにつきましては、国庫負

担金が付きましたので、財源変更ということでお願いしております。

款１０、諸支出金でございます。項１、償還金及び還付加算金でございますが、

出産育児一時金、前年度分の一部返還がございますので、７万円の増額補正で、

４，８１４万２，０００円の計上ということでございます。

それから款１１、予備費でございますが、２，１４７万６，０００円減額いたし

まして、３，２３１万１，０００円という状況になっております。

歳出合計４，２５３万９，０００円増額いたしまして、１６億７，０４３万

８，０００円ということになります。

提案理由の説明は以上でございます。ご審議のほどをよろしくお願いいたしま

す。

〇議長（内堀恵人君） 以上で、提案理由の説明を終わります。

これより、議案に対する質疑に入ります。

質疑のある方は挙手を願います。

野元議員。

（１番 野元三夫君 登壇）

〇１番（野元三夫君） 議席番号１番、野元三夫です。

この３ページの中で、歳出、保険給付費、合計補正額で６，３１８万４，０００

円の増ということで、こちらの主な理由というのをまずご説明いただきたいのと、

それから予備費は２，１４７万６，０００円減ということで、予備費が減っている

んですが、本年度のこれからの見通しという、その２点をちょっとお伺いしたいと

思います。

〇議長（内堀恵人君） 小山岳夫保健福祉課長。

〇保健福祉課長（小山岳夫君） お答えをいたします。

まず１点目の保険給付費全体として６，０００万円ほど、それから一般療養給付

費といたしまして、４，４５４万円余りということで、一般療養給付費のところを

主に説明をさせていただきたいと思います。これに高額療養費も絡んでくるという

ことで、ご理解いただければと思います。

まず、平成２３年度の決算でございますけれども、一般被保険者の療養給付費で
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ございますが、７億４，３８６万円ほどでございました。約７億４，４００万円で

すね、ということでございました。１カ月に割返しますと、約６，２００万円とい

うことでございました。ところが、平成２４年度上半期の実績で１カ月当たりの一

般被保険者の療養給付費が６，７００万円となっております。およそ、昨年に比べ

まして５００万円ほど１カ月当たりの療養給付費が増えているという状況でござ

います。増加になった主な原因を分析しましたところ、個人のプライバシーにかか

わるところがございますので、詳しいところまでは申し上げられませんが、深刻な

悪性腫瘍、それから心臓の手術、それから治療で入院された方が数人いらっしゃる

ということで、この部分でかなり増えているという状況でございます。

下半期につきましては、インフルエンザ等の流行も予想され、療養給付費の更な

る増加も見込まれるということで、１カ月当たり７，０００万円の支出を試算し

て、今回の予算を計上いたしました。こういったことで、一般療養給付費につい

て４，４５０万円ほどの増額計上ということでございます。

今般の医療費の高騰は、重大な疾病による手術・入院が要因となっているという

ことでありまして、これはある面で見れば、一過的な高騰と見ることができるかも

しれませんが、今後の医療費の動向次第では、国保財政全体に大きな影響を与える

ことも心配されるため、担当課としても注視はしているところでございます。

それからもう１点、２４年度の国保会計の見通しでございますけれども、国保税

収入、非常に昨年度は担当課の税務課の頑張りもございまして、好調でございまし

た。前年度実績を上回ったという状況、今年度についてですけれども、好調であっ

た昨年を更にまた上回る堅調な伸びを示している、頑張りを見せているという状況

でございます。先に述べましたように、現状の医療費が高騰しているという状況、

こういったところと勘案いたしましてどうかということでございますけれども、や

はり基本的な医療費が高騰しているという状況は、昨年度に比べ国保財政厳しい状

況にあるということは、否めないかと思います。当町の２４年度国保予算では、当

初３，０００万円の基金繰入を計上しております。これが最終的に解消できるか否

かについては、今後医療費が下がってくるか否かにかかっておりますので、先ほど

申し上げましたように、これからの医療費の動きには目が離せないという状況であ

ることに変わりはございません。

ちょっと今の段階では、その程度までしか申し上げられません。予備費が確かに
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少なくなっているという状況もありまして、厳しい状況であることに変わりはない

ということをお伝えしておきます。以上でございます。

〇議長（内堀恵人君） 野元議員。

〇１番（野元三夫君） 今の支出の方は、一時的な項目で増加したというお答えだったの

ですが、生活習慣病に関しては、町の方でいろいろ啓蒙活動、それから慈善健診等々

やっていると思うのですが、こちらの推移というのは、どのようになっているので

しょうか。

〇議長（内堀恵人君） 小山保健福祉課長。

〇保健福祉課長（小山岳夫君） お答えをいたします。

生活習慣病予防の関係につきましては、これ、始まってそれほどまだ時間が経っ

ていないというところもございます。これがただちに医療費の方に反映してくるか

というと、なかなかそういった数字についてはちょっと今見いだせない状況にあろ

うかと思いますが、これについては、息の長い取組みでございますので、継続的に

やっていきたいというふうに考えております。そのほか、レセプト点検の強化です

とか、あるいは重複受診、あるいは過剰受診、こういったことに対する注意喚起等

については、今現在も行っているということで、医療費の適正化については、引続

き努力しているということについて、ご理解をいただきたいと思います。以上でご

ざいます。

〇議長（内堀恵人君） 野元議員。

〇１番（野元三夫君） 終わります。

〇議長（内堀恵人君） ほかに質疑のある方は挙手を願います。

（「なし」と呼ぶ者あり）

質疑なしと認めます。

これをもって質疑を終結いたします。

－－－日程第２１ 議案第１１２号 平成２４年度御代田町介護保険事業勘定

特別会計補正予算案について－－－

〇議長（内堀恵人君） 日程第２１ 議案第１１２号 平成２４年度御代田町介護保険事

業勘定特別会計補正予算案についてを議題といたします。

提案理由の説明を求めます。
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小山岳夫保健福祉課長。

（保健福祉課長 小山岳夫君 登壇）

〇保健福祉課長（小山岳夫君） それでは、議案書５６ページをお願いいたします。

議案第１１２号 平成２４年度御代田町介護保険事業勘定特別会計補正予算案

について

地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第２１８条第１項の規定により、平成

２４年度御代田町介護保険事業勘定特別会計補正予算（第４号）を、別冊のとおり

提出するものでございます。

予算書の１ページをお願いいたします。

平成２４年度御代田町の介護保険（事業勘定）特別会計補正予算（第４号）は、

次の定めるところによる。

第１条 歳入歳出予算の総額に、歳入歳出それぞれ１，０７５万９，０００円を

追加し、歳入歳出予算の総額を、歳入歳出それぞれ９億７，３６０万１，０００円

とする。

２ 歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の

歳入歳出予算の金額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。

２ページをお願いいたします。

第１表、歳入歳出予算補正。歳入。

款１、保険料。項１、介護保険料。特別徴収分、こちらがマイナスとなりまして、

それから普通徴収分、こちらが逆にプラスとなりまして、それぞれ同額でございま

す。相殺されまして補正額は０となっているということでございます。

款４、国庫支出金。項１、国庫負担金。介護給付費国庫負担金、こちらが増加い

たしまして、２４７万１，０００円の増額、合計で１５億７０４万３，０００円の

計上となっております。

項２、国庫補助金。こちらも介護給付費国庫負担金の調整交付金に係る部分でご

ざいまして、８０万２，０００円を増額いたしまして、６，１７７万７，０００円

の計上となっております。

それから款５、項１、支払基金交付金でございますが、こちらも介護給付費の

関係で、支払基金の負担金でございます。４２０万円を増額いたしまして、２億

６，６８４万９，０００円の計上となっております。
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それから款６、県支出金。項１、県負担金でございますが、こちらも介護給付

費の県の負担金でございます。１７５万円を増額いたしまして、１億２，７３６

万１，０００円の計上ということでございます。

それから款８、繰入金でございますけれども、他会計繰入金。こちらも介護給付

費の一般会計の負担金ということになります。１５３万６，０００円を増額いたし

まして、１億４，５０２万５，０００円の計上ということになっております。

歳入合計、１，０７５万９，０００円増額いたしまして、９億７，３６０万

１，０００円ということでございます。

３ページをお願いいたします。

歳出でございます。款１、項１、総務費。広域介護認定審査会費が下がったこと

によりまして、２１万４，０００円の減額、１，６４１万４，０００円の計上でご

ざいます。

款２、項１、保険給付費でございます。介護サービス経費の増額によりまして、

１，４００万円の増額補正。８億６，６７４万５，０００円となっております。

それから款４、項１、基金積立金でございますが、こちらは１５１万４，０００

円減額いたしまして、３０７万１，０００円の計上となっております。

それから款５、項１、諸支出金。国庫負担金返還金といたしまして、６７万

１，０００円増額いたしまして、３１２万４，０００円の計上となっております。

それから款６、項１、介護サポーター養成事業費については、旅費等についての

項目の組替えということで、補正額は０ということでございます。

それから款８、項１、予備費でございますけれども、２１８万４，０００円減額

いたしまして、３，９４０万３，０００円。

歳出合計、１，０７５万９，０００円増額いたしまして、９億７，３６０万

１，０００円の計上となっております。提案理由の説明は以上でございます。よろ

しくご審議賜りますようお願いを申し上げます。

〇議長（内堀恵人君） 以上で、提案理由の説明を終わります。

これより、議案に対する質疑に入ります。

質疑のある方は挙手を願います。

（「なし」と呼ぶ者あり）

質疑なしと認めます。
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これをもって質疑を終結いたします。

－－－日程第２２ 議案第１１３号 平成２４年度御代田町小沼地区簡易水道

事業特別会計補正予算案について－－－

〇議長（内堀恵人君） 日程第２２ 議案第１１３号 平成２４年度御代田町小沼地区簡

易水道事業特別会計補正予算案についてを議題といたします。

提案理由の説明を求めます。

荻原 浩建設課長。

（建設課長 荻原 浩君 登壇）

〇建設課長（荻原 浩君） 議案書の５７ページをお願いいたします。

議案第１１３号 平成２４年度御代田町小沼地区簡易水道事業特別会計補正予

算案について

地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第２１８条第１項の規定により、第２号

を別冊のとおり提出いたします。

次の予算書の１ページをご覧ください。

平成２４年度御代田町の小沼地区簡易水道事業特別会計補正予算（第２号）は、

次に定めるところによる。

第１条 歳入歳出予算の総額に、変更はないものとする。

２ 歳出予算の補正の款項の区分等につきましては、次の「第１表 歳出予算補

正」をご覧いただきたいと思います。

第１表、歳出予算補正。歳入の補正はございません。

款１、経営管理費。項１、総務費。主な理由につきましては、消費税の中間申

告による増額でございますが、８４万６，０００円、既定額に対しまして８４万

６，０００円の増額をお願いいたします。

款２、建設改良費。項１、建設改良事業費。主な理由につきましては、中央監視

システムの入札差金による減額でございますが、既定額に対しまして３８２万円の

減額をお願いいたします。

款４、諸支出金。項１、基金費。理由につきましては、先ほど入札差金につきま

して基金積立をいたしたいものでございます。既定額に対しまして、３００万円の

増額をお願いいたします。
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款５、予備費。項１、予備費。調整減によりまして、既定額に対しまして２万

６，０００円の減額をお願いいたします。

歳出合計といたしまして、既定額増減はございません。

以上のとおり、ご審議をお願いいたします。

〇議長（内堀恵人君） 以上で、提案理由の説明を終わります。

これより、議案に対する質疑に入ります。

質疑のある方は挙手を願います。

（「なし」と呼ぶ者あり）

質疑なしと認めます。

これをもって質疑を終結いたします。

－－－日程第２３ 議案第１１４号 平成２４年度御代田町公共下水道事業

特別会計補正予算案について－－－

〇議長（内堀恵人君） 日程第２３ 議案第１１４号 平成２４年度御代田町公共下水道

事業特別会計補正予算案についてを議題といたします。

提案理由の説明を求めます。

荻原 浩建設課長。

（建設課長 荻原 浩君 登壇）

〇建設課長（荻原 浩君） 議案書の５８ページをご覧ください。

議案第１１４号 平成２４年度御代田町公共下水道事業特別会計補正予算案に

ついて

地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第２１８条第１項の規定によりまして、

第３号を別冊のとおり提出いたします。

次の予算書の１ページをお願いいたします。

平成２４年度御代田町の公共下水道事業特別会計補正予算（第３号）は、次に定

めるところによる。

第１条 歳入歳出予算の総額に、歳入歳出それぞれ６１８万４，０００円を追加

し、歳入歳出予算の総額を、歳入歳出それぞれ６億６，３８７万５，０００円とす

る。

２ 歳入歳出予算の補正の款項の区分等につきましては、「第１表 歳入歳出予
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算補正」によります。

第２条 地方債の変更は、「第２表 地方債補正」による。

次の２ページをご覧ください。

第１表、歳入歳出予算補正。歳入でございます。

款４、繰入金。項１、他会計繰入金。主な理由でございますが、町交事業中学校

前の管路移設工事費入札差金等によります減により、一般会計からの繰入金を、既

定額に対しまして１７１万６，０００円の減額をお願いいたします。

款７、町債。項１、町債。主な理由でございますが、町単独の管路布設工事が増

加しております。当初予算１００メートル５００万円を見込んでおりましたが、現

在宅地等が増加しておりまして、２６４メートルの実施が見込まれるためによるも

のでございます。

既定額に対しまして７９０万円の増額をお願いいたします。

歳入合計で、既定額に対しまして６１８万４，０００円の増額をお願いいたしま

す。

次の３ページをご覧ください。歳出でございます。

款１、土木費。項１、都市計画費。既定額に対しまして１，２１８万４，０００

円の増額をお願いいたします。こちらは先ほど一般会計の方でもご説明ございまし

たが、浅麓環境施設組合の下水道汚泥処理負担金、全体で御代田町分１，３１１万

８，０００円の増額が必要となりました。

放射性物質の影響によりまして、現在多くは構成市町村の処理場から直接セメン

ト工場へ搬出しておりますが、機械、施設維持のために、一部分につきましては通

常処理を行い、そうしますと乾燥芥渣として濃縮されまして、各処理場では２０ベ

クレル以下の検出基準値未満の数字であったとしても、施設で濃縮されますと約

２５倍ぐらいの値になりまして、こちらが２００ベクレルを超えますと、セメント

会社が受け入れを拒否しております。こちらの濃縮機械維持のために、一部を濃縮

して、２００ベクレルを超えた物をまた更に各処理場から排出される脱水汚泥でも

う一回薄めて、セメント工場へ搬出しているという、非常に不効率なものを続けて

おりました。

こういった無駄な経費を無くすため、構成市町村担当部課長会議、理事者会、あ

るいは組合議会の審議を経まして、いったん炉を止めましょうということになりま
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した。この炉を止めるための委託料、清掃ですとか、薬品類を抜いたりするものに

約１，０００万円の委託料がかかります。これは後には東電に請求することとなり

ます。あと、セメント工場までの運搬料が６，８００万円の増加ということになり

ます。この通常運搬との差額については、後に東電に請求するということになりま

す。

この浅麓環境施設組合全体で、今回７，８００万円の経費の増が見込まれるわけ

でございますが、これら構成市町の汚泥処理の搬出実績減もいたしまして、浅麓全

体で５，１６３トンのうち、当町が１，３４７トンの予測でございます。この実績

分につきまして、増額をお願いするところでございます。

款２、公債費。項１、公債費。こちらにつきましては財源変更でございます。

款３、予備費。項１、予備費。歳入歳出の調整によりまして、既定額に対しまし

て６００万円の減額をお願いいたします。

歳出合計といたしまして、既定額に対しまして、６１８万４，０００円の増額を

お願いいたします。

次の４ページでございます。第２表の地方債補正、変更でございます。

公共下水道事業債、補正前１，９００万円の限度価格に対しまして７９０万円の

増額をお願いいたしまして、２，６９０万円とするものでございます。起債の方法、

利率、償還の方法につきましては、補正前と同じでございます。

以上のとおりご審議をお願いいたします。

〇議長（内堀恵人君） 以上で、提案理由の説明を終わります。

これより、議案に対する質疑に入ります。

質疑のある方は挙手を願います。

（「なし」と呼ぶ者あり）

質疑なしと認めます。

これをもって質疑を終結いたします。

以上で、すべての議案に対する質疑を終結いたします。

お諮りいたします。

ただいま議題になっています、議案第１０１号から議案第１１４号までについて

は、会議規則第３９条の規定により、お手元に配付してあります議案付託表のとお

り、それぞれ所管の常任委員会に付託いたしたいと思います。



４７

これにご異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

異議なしと認めます。

よって、議案付託表のとおり、各常任委員会に付託することに決しました。

－－－日程第２４ 請願第１１号 御代田町環境保全条例及び御代田町環境保全

条例施行規則並びに御代田町開発指導要綱見直しに

関する請願について－－－

〇議長（内堀恵人君） 日程第２４ 請願第１１号 御代田町環境保全条例及び御代田

町環境保全条例施行規則並びに御代田町開発指導要綱見直しに関する請願につ

いては、継続審査中でありますので、総務福祉文教常任委員会において審査願い

ます。

－－－日程第２５ 請願第１４号 御代田町商工会補助金の現状堅持に関する

請願について－－－

－－－日程第２６ 陳情第１５号 安心できる介護保険制度の実現を求める

陳情について－－－

－－－日程第２７ 陳情第１６号 国土交通省告示第１５号の履行に関する

陳情について－－－

－－－日程第２８ 陳情第１７号 最低制限価格の設定に関する陳情について－－－

〇議長（内堀恵人君） 日程第２５ 請願第１４号 御代田町商工会補助金の現状堅持に

関する請願について、日程第２６ 陳情第１５号 安心できる介護保険制度の実現

を求める陳情について、日程第２７ 陳情第１６号 国土交通省告示第１５号の履

行に関する陳情について、日程第２８ 陳情第１７号 最低制限価格の設定に関す

る陳情についてまでは、今定例会に提出され、受理いたしました。お手元に配付し

てあります請願・陳情付託表のとおり、会議規則第９２条の規定により、所管の常

任委員会に付託いたしますので、審査願います。

以上で、本日の議事日程は、すべて終了いたしました。

本日はこれにて散会いたします。

ご苦労さまでした。



４８

散 会 午後００時１２分


